
土
の
な
か
の
ド
ラ
ゴ
ン

ド
ラ
ゴ
ン
研
究
部
の
名
前
の
由
来
で
あ

る
ミ
ミ
ズ
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
ミ
ミ
ズ

に
は
、
す
ご
い
力
が
あ
る
ん
で
す
。
ま
さ
に

土
の
な
か
の
ド
ラ
ゴ
ン
で
す
。」
と
嬉
し
そ

う
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
全
国
高
校
生
農

業
ア
ク
シ
ョ
ン
大
賞
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
た

研
究
も
、
ミ
ミ
ズ
を
使
っ
た
肥
料
の
研
究
で

し
た
。

「
ミ
ミ
ズ
が
い
る
土
と
、
い
な
い
土
で
は

カ
ル
シ
ウ
ム
が
２
倍
。
リ
ン
酸
が
６
倍
も
違

い
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
は
人
間
に
と
っ
て
も

有
効
な
成
分
で
す
が
、
作
物
に
と
っ
て
も
有

効
な
成
分
。
リ
ン
酸
は
花
を
咲
か
せ
る
成
分

な
ん
で
す
。」
と
丁
寧
に
説
明
し
て
く
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
「
こ
の
ミ
ミ
ズ
を
使
っ
た
肥

料
は
、
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
有
機
農
業
に

貢
献
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
続
け

ま
す
。

好
き
な
こ
と
︑
目
標
を
持
つ
こ
と

「
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、『
ミ
ミ
ズ
ホ
テ
ル
』
と

い
う
も
の
が
あ
る
ん
で
す
。」

ミ
ミ
ズ
ホ
テ
ル
と
は
、
住
民
が
食
べ
残

し
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
ミ
ミ
ズ
を
育
て
、
出

来
た
肥
料
を
農
家
に
還
元
す
る
設
備
だ
そ
う

で
す
。
坪
井
さ
ん
と
お
話
を
し
て
い
る
と
、

次
々
に
農
業
に
関
す
る
知
識
を
分
か
り
易
く

教
え
て
く
れ
ま
す
。

坪
井
さ
ん
は
高
校
生
活
で
、
２
つ
の
好

き
な
こ
と
を
見
つ
け
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、『
農
業
』。
自
宅
で
家
庭
菜

園
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
な
ん
と
な
く
農

業
高
校
に
入
学
し
た
そ
う
で
す
が
、
今
で
は

農
業
が
大
好
き
に
な
っ
た
と
、
真
っ
直
ぐ
な

目
で
話
し
ま
す
。
２
つ
目
は
、『
教
え
る
こ

と
』。
テ
ス
ト
前
の
友
人
と
の
会
話
の
な
か

で
、
自
分
は
人
に
も
の
を
教
え
る
の
が
好
き

だ
と
気
づ
い
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

『
農
業
』
と
『
教
え
る
こ
と
』。
坪
井
さ

ん
は
将
来
、
ド
ラ
ゴ
ン
研
究
部
顧
問
の
先
生

の
よ
う
に
農
業
を
教
え
る
仕
事
が
し
た
い
と

話
し
、
４
月
か
ら
農
業
大
学
校
に
進
学
す
る

そ
う
で
す
。「
高
校
生
の
う
ち
に
、
自
分
が

や
り
た
い
こ
と
、
目
標
が
見
つ
か
っ
て
幸
せ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

ミ
ミ
ズ
は
好
き
だ
け
ど

農
業
高
校
で
は
年
に
一
度
、
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
あ
り
、
太
平
山
を
走
る
そ
う
で
す
。　

「
マ
ラ
ソ
ン
を
走
り
な
が
ら
、
自
然
を
感

じ
ら
れ
る
太
平
山
が
好
き
で
す
。
お
正
月
に

は
家
族
で
初
詣
に
も
行
き
ま
す
。」
と
栃
木

市
の
好
き
な
場
所
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
取
材
も
終
わ
り
、
緊
張
も
解
け
て
何

気
な
く
、
本
当
に
ミ
ミ
ズ
が
好
き
な
ん
で
す

ね
と
尋
ね
る
と
「
ミ
ミ
ズ
を
観
察
し
た
り
す

る
の
は
好
き
で
す
け
ど
、
実
は
、
触
る
の
は

苦
手
な
ん
で
す
よ
。」
と
苦
笑
い
の
坪
井
さ

ん
で
し
た
。

栃木県立栃木農業高等学校 ３年
ドラゴン研究部

　第６回全国高校生農業アクション大賞で、奨励賞を受賞した
栃木農業高校のドラゴン研究部。今回は部を代表して坪井さん
に、その活動や研究内容についてお話を伺いました。

坪
つ ぼ い

井 律
り つ き

貴 さん

カーボンニュートラルカーボンニュートラル
STOP温暖化！STOP温暖化！

栃木市ゼロカーボンシティ実現に向けたロードマップを策定

　第２次栃木市環境基本計画において、基本目標のひ
とつに「地球温暖化対策を推進する栃木市」を掲げ、
２０５０年カーボンニュートラルおよび２０３０年度温室効
果ガス削減目標の実現に向けて推進しています。市民や

事業者の方に地球温暖化の主な要因
となっている温室効果ガスの削減に向
けて取り組んでいただけるようロード
マップを作成しました。
市、市民、事業者が一丸
となり、目標の実現に向
けて取り組みましょう。

問 カーボンニュートラル推進課　☎（21）2591

　交通安全意識の浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナー
の実践を習慣付け、交通事故防止の徹底を図ることを目的に春の交通
安全県民総ぐるみ運動が実施されます。
　この時期は入学や就職等で多くの人が新生活を迎え、慣れない通学・
通勤途中における交通事故の危険性が高まっています。
　あらためて交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践についてご
協力をお願いします。
問 交通防犯課 ☎（21）２１５１

春の交通安全県民総ぐるみ運動春の交通安全県民総ぐるみ運動
期間　４月６日（日） ～15日（火）期間　４月６日（日） ～15日（火）

　昨年好評だったマルシェを、今年も開催します。

ととち介のバースデーセレモニーを始めとするス
　　テージイベントや、栃木市の特産品を集めた
　　マルシェ等、市の魅力をぎゅっとまとめました！

ちちなみに、雨天時はとち介のバースデーセレモ

　　 ニー、キャラクタ―ステージ、マルシェ（一部

　　 のみ）を、きららの杜とちぎ蔵の街楽習館（栃

　　 木市市民交流センター）で開催します !

すすでにとち介ファンクラブに入会されている方

　　 にはもちろん、当日ファンクラブに入会した方

        にもイベント限定缶バッチをプレゼント！

けけーきで一緒にお誕生日をお祝いして、

マルシェマルシェで、とち介と一緒に楽しく

　　　　　　　　　　　　　　　過ごしましょう！

        にもイベント限定缶バッチをプレゼント！
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　タイムスケジュール、マルシェの出展内容等の

詳細は、随時ホームページに掲載します。

問 広報課 ☎（21）２３１５

    栃木市立美術館・文学館ひろば栃木市立美術館・文学館ひろば
４月12日（土）  ４月12日（土）  
10時30分 ～15時10時30分 ～15時

ステージイベントは10時30分 ～14時ステージイベントは10時30分 ～14時
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